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持続可能な社会の実現に向けて、自然環境の保全や循環型社会の形成に取り組みます。
また、市民が安全かつ快適な生活を営めるよう、生活環境の基盤となるインフラについ
て、適切な維持管理や整備に努めます。

２　生活環境

２－１　環境保全

（１）　目標
経済活動の発展とともに地球規模での環境問題が深刻化する中、持続可能な社会の実現に向
けて様々な主体による取組みが必要となっています。
そこで、環境美化活動を活性化し、公害の防止に努め、環境教育等を推進するなど、環境に
やさしいまちを目指します。

（２）　個別計画

基
本
方
針

計画名 計画期間

稲沢市環境基本計画 2009（平成21）年度～2018（平成30）年度
（以降更新）

稲沢市生活排水処理基本計画 2016（平成28）年度～2025年度（以降更新）

稲沢市地球温暖化対策実行計画 2018（平成30）年度～2022年度（以降更新）

基本政策分野（表題部）
分野ごとに採番（通番）し、

表題の先頭に記載します。

基本方針
当該分野の今後10年間の

基本的な方針、方向性を示し
ます。この基本方針が後述す
る政策における目標や主な取
組みの指針となります。

政策（表題部）
政策ごとに付番し、表題の

先頭に記載します。番号は上
記「政策分野」との関係性を
明確化するために、分野ごと
に通番とし、該当する政策分
野番号と組み合わせて記載し
ます。

（１）　目標
基本政策分野に掲げた「基本方

針」に示したまちづくりを進める
ため、当該政策において「何がど
のようになることを目指すべきか」
といった目標（目的）をその背景
とともに示します。

（２）　個別計画
個別計画は、総合計画を補完

し、各政策における方針、具体的
な取組みを網羅的に示すものと位
置付けられます。

この位置付け、関係性を明確に
するために、ここでは当該政策に
関連する主な個別計画を示します。
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（３）　主な取組み
① 環境美化の推進
環境の美化を啓発するとともに、さわやか隊※による地域の見守りやごみゼロ運動などの

美化活動において市民参画を推進します。

② 生活雑排水の適正処理
河川の水質汚濁の主要因である生活雑排水の適正処理を啓発するとともに、合併処理浄化
槽への転換を推進します。

③ 地球温暖化対策の推進
温暖化対策の補助制度などによる再生可能エネルギーの活用や省資源・省エネルギーを推
進し、市全体で温暖化の主要因といわれる二酸化炭素の排出量を削減するよう努めます。

④ 自然との共生の促進
自然保護団体などと連携して生態系の維持回復に取り組むとともに、自然観察会などを開
催し、市民が本市の豊かな自然に触れる機会を提供します。

▶関連する取組み
２－３－②　下水道の整備と維持管理……P.63

（３）　主な取組み
「（１）　目標」を実現する

ために、今後10年間で取り
組む代表的な施策を示します。

重点戦略に関係する施策に
ついては、  重点戦略 と示
します。

▶関連する取組み
当該政策と関連する、他の

政策の取組みを示します。




